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第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
三
号
ハ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

当
該
既
存
住
宅
が
法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
建
築
物
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
長
又
は
特
別
区
の
区
長
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
証
明
書

当
該
既
存
住
宅
が
法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合

第
十
六
項
に
規
定
す
る
書
類

当
該
既
存
住
宅
が
法
第
四
十
一
条
第
六
項
第
四
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
住
宅
に
該
当
す
る
家
屋
で
あ
る
場
合

第
十
七
項
に
規
定
す
る
書
類

第
十
八
条
の
二
十
一
第
八
項
第
三
号
ニ
中
「
又
は
同
条
第
十
項
」
を「（
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
買
取
再
販
住
宅
の
取
得
を
含
む
。）又
は
同
条
第
六
項
」
に
、「
で

あ
る
場
合
」
を
「
若
し
く
は
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
特
例
買
取
再
販
認
定
住
宅
等
の
取
得
で
あ
る
場
合
」
に
、「
第
十
八
項
」
を
「
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
号
ホ
中
「
第
一
号
リ
及
び
ヌ
」
を
「
第
一
号
ル
及
び
ヲ
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
ロ
中
「
第
二
十
七
項
」
を
「
第
二
十
八
項
」
に
、「
第
二
十
八
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
一
号
リ
」
を
「
第
一
号
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
家
屋
で
あ
る
場
合
」
を
「
家
屋
（
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
増
改
築
等
を
し
た
家
屋
を
含
む
。）で
あ
る
場
合
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
以
上
」
の
下
に「（
当
該
増
改
築
等
が
法
第
四
十
一
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
増
改

築
等
と
み
な
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
特
例
増
改
築
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
）」を
加
え
、
同
号
ハ
中
「
第
十
九
項
各
号
」
を
「
第
二
十
項
各
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
一
号
リ
」
を

「
第
一
号
ル
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成
十
九
年
又
は
平
成
二
十
年
で
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
十
三
年
内
と
し
、」を
削
り
、「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「
又
は
同
条
第
十
五
項
若
し
く
は
第
十
八
項
」
を
「
、
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八
年
か
ら
令
和
十
二
年
ま
で
の
各
年
で
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
場
合
又
は
同
条
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
四
項
」
に
、「
十
一
年
内
と
す
る
」
を
「
、
十
一
年
内
」
に
、「
第
二
十
二
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
三
項
第
六
号
」
に
、「
第
二
十
五
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
六
項
第
一
号
」
に
、「
第
二
十

四
項
」
を
「
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
項
（
同
条
第
三
十
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
一
項
（
同
条
第
三
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
項
」
を
「
同
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四

項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
一
項
（
同
条
第
三
十
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
二
項
（
同
条
第
三
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
同
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
二
項
（
同
条
第
三

十
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
三
項
（
同
条
第
三
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
二
項
」
を
「
同
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
三
項
（
同
条
第
三
十
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
四
項
（
同

条
第
三
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
三
項
」
を
「
同
条
第
二
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
二
十
六
条
第
二
十
四
項
（
同
条
第
三
十
二
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
十
五
項
（
同
条
第
三
十
七
項
」
に
、「
同
条
第
二
十
四
項
」
を

「
同
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
九
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
四
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
か
ら
第

二
十
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
十
一
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
六
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
四
十
二
項
第
三
号
」
に
、「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条

第
二
十
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
六
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
四
十
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
に

規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
二
号
」に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第

二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十

八
項
中
「
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

18

第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
十
三
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
家
屋
又
は
確
認
を
受
け
た
家
屋
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
八
条
の
二
十
二
第
二
項
第
二
号
中
「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
十
三
第
二
項
中
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
六
項
」
を
「
第
十
八
条
の
二
十
一
第
二
十
七
項
」
に
改
め
、「
並
び
に
第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
の
二
第
十
一
項
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
居
住
日
の
属
す
る
年
が
平
成

十
九
年
又
は
平
成
二
十
年
で
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
十
三
年
内
と
し
、」を
削
り
、「
同
条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「
又
は
同
条
第
十
五
項
」
を
「
、
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八
年

か
ら
令
和
十
二
年
ま
で
の
各
年
で
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
又
は
同
条
第
十
一
項
」
に
、「
第
十
八
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
、「
十
一
年
内
と
す
る
」
を
「
、
十
一
年
内
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
同
条
第

十
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
、「
又
は
同
条
第
十
五
項
」
を
「
、
居
住
日
の
属
す
る
年
が
令
和
八
年
か
ら
令
和
十
二
年
ま
で
の
各
年
で
同
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
又
は
同
条
第
十
一
項
」
に
、「
第
十
八
項
」
を

「
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
十
三
の
二
の
二
を
削
る
。

第
十
八
条
の
二
十
五
第
十
一
項
第
一
号
中
「
す
る
書
類
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
買
換
資
産
に
係
る
家
屋
が
建
築
後
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
家
屋
（
令
和
十
年
一
月
一
日
以
後
に
当
該
個
人
の
居
住
の
用
に
供
し
た
も
の
又
は
供
す
る
見

込
み
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
で
当
該
買
換
資
産
に
係
る
家
屋
が
施
行
令
第
二
十
六
条
の
七
第
六
項
第
三
号
に
掲
げ
る
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
二
第
二
十
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
令
和
七
年
度
」
を
「
令
和
八
年
度
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中「（
町
村
に
あ
つ
て
は
、
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉
法
に
定

め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。）を
設
置
す
る
町
村
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、同
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、

同
条
第
十
四
項
中
「
又
は
令
和
六
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」を
「
、
令
和
六
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
又
は
令
和
七
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条

第
十
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

14

法
第
四
十
一
条
の
八
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
を
満
た
す
も
の

イ

民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
現
に
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
」
と
い
う
。）を
扶
養
し
て
い
る
者
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
現
に
母
子
及
び
父

子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
る
こ
と
。

ロ

そ
の
者
が
扶
養
し
て
い
る
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
等
が
二
十
歳
に
達
し
た
日
の
前
日
が
属
す
る
月
に
お
い
て
母
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第
三
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
母
子

家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
い
う
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
を
受
け
て
い
た
者
で
あ
る
こ
と
。
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